












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2011年 2009年 2007年 2005年 2003年
大規模進出
(500人～）
企業数
派遡瀞数
海外子女数
1８ 
1７，９８５ 
(999） 
９，４１１ 
(522） 
1７ 
1７，１４４ 
(1,008） 
９，８８２ 
(581） 
1７ 
1６，２７６ 
(957） 
９，９４４ 
(585） 
1５ 
1２，７３７ 
(849） 
７，６３８ 
(509） 
1５ 
１３，８１０ 
(920） 
７，９６８ 
(531） 
中規模進出
(100～499人）
企業数
派遣轡数
海外子女数
4８ 
1０，３４０ 
5，１２６ 
3７ 
7，２９８ 
4，０６１ 
3２ 
6，３５１ 
3，６８９ 
4６ 
1０，３２５ 
５，２７０ 
４４ 
1０，２４０ 
５，６６６ 
'１､規模進出
(1～９９人）
企業数
派遣者数
海外了･女数
６１ 
2，８６９ 
1，３４６ 
6２ 
2，４８２ 
1，２１４ 
６５ 
2，５５３ 
1,056 
８８ 
３，３０７ 
1，６０２ 
1１６ 
３，９５５ 
1，９３７ 
合計
企業数
派遣考数
海外子女数
1２７ 
３１，１９４ 
1５，８８３ 
1１６ 
2６，９２４ 
1５，１５７ 
１１４ 
２５，１８０ 
1４，６８９ 
1４９ 
2６，３６９ 
1４，５１０ 
1７５ 
28,005 
1５，５７１ 
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２
帰
国
子
女
採
用
の
典
型
例
（
１
）
帰
国
子
女
を
自
社
で
採
用
国
際
化
の
な
か
で
海
外
で
の
生
活
体
験
や
異
文
化
適
応
力
、
語
学
力
を
期
待
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
日
本
人
の
海
外
留
学
生
や
海
外
か
ら
日
本
に
来
た
留
学
生
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
企
業
へ
の
採
用
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
帰
国
子
女
は
こ
れ
ら
二
者
と
は
異
な
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
採
用
す
る
側
の
企
業
に
と
っ
てみれば、帰国子女とは、困難な状況のなかで海外に赴
任
し
た
自
社
の
社
員
た
ち
の
子
弟
で
あ
り
、
彼
ら
の
状
態
が
問
題
化
す
る
原
因
そ
の
も
の
は
企
業
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
企
業
の
対
応
が
異
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
な
か
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
積
極
的
な
帰
国
子
女
対
策
を
と
る
企
業
が
出
て
き
た
。
そ
の
典
型
は
本
田
技
研
工
業
う
し
た
環
境
変
化
の
な
か
で
、
人
々
の
帰
国
子
女
に
対
す
る
見
方
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
日
本
企
業
の
国
際
化
が
急
が
れ
る
な
か
、
養
成
に
時
間
が
か
か
る
海
外
要
員
が
不
足
し
、
帰
国
子
女
や
海
外
留
学
生
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
帰
国
子
女
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
状
況
が
到
来
し
、
帰
国
子
女
で
あ
る
が
故
に
就
職
が
困
難
で
あ
っ
た
状
況
は
一
変
し
、
帰
国
子
女
で
あ
る
こ
と
は
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
。
や松下電器産業（現バナソニック）を中心とした松下グ
ル
ー
プ
、
住
友
銀
行
や
住
友
商
事
な
ど
住
友
グ
ル
ー
プ
等
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
たとえば本田技研工業は一九八一年、海外駐在員の子
女を優先的に入社させる制度を導入した。対象は親が二
年
以
上
海
外
に
駐
在
し
、
そ
の
時
点
で
小
学
五
年
生
以
上
だ
っ
た
子
供
で
、
帰
国
後
本
人
が
本
田
に
就
職
を
希
望
す
れ
ば
、
身
体
検
査
な
ど
一
応
の
試
験
を
お
こ
な
い
、
と
く
に
問
題
が
な
い
限
り
採
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
国
際
化
の
核
と
な
る
海
外
駐
在
員
と
そ
の
家
族
の
将
来
設
計
に
つ
い
て
は
企
業
と
し
て
責
任を感じる」という企業姿勢に基づいてのものであった。
その後八一一年から三年間の実績をみると、いずれも一一一人
ず
つ
の
内
定
者
が
い
た
が
、
最
終
的
に
は
他
企
業
に
就
職
し
た
た
め本田への入社はゼロだったという（註且。
同じように、松下グループでも一九八三年、グループ
各社が海外駐在員の子女をグループ企業間で相互に優先
採用する制度を導入した。優先採用の条件は、松下グル
ー
プ
企
業
の
海
外
駐
在
員
子
女
で
、
中
学
生
以
上
の
子
女
が
駐
在
員
と
一
緒
に
海
外
で
三
年
以
上
生
活
し
て
い
る
こ
と
で
、
本
人
の
希
望
で
松
下
グ
ル
ー
プ
か
ら
入
社
す
る
企
業
を
選
べ
る
と
い
う
も
1２ 
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の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
前
年
か
ら
松
下
電
器
が
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
拡
大
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
三
年
の
春
、
こ
の
制
度
の
下
で
の
採
用
は
、
松
下電器と松下電器貿易の海外駐在員子女一○人（男子一
人
、
女
子
九
人
）
が
松
下
電
器
に
入
社
し
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
後
松
下
電
工
、
松
下
通
信
工
業
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
な
ど
系
列
企
業
にも拡大していく予定だとしていた（霜）。
松下と同様に、住友グループは住友商事、住友銀行、
日
本
電
気
、
住
友
海
上
火
災
保
険
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
企
業
間
で
相
互
に
非
公
式
に
紹
介
し
合
う
と
い
う
か
た
ち
で
、
帰
国
子
女
の
就
職
対
策
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
八
七
年
、
住
友
商
事
は
取
引
先
か
らの紹介も含め、この制度で十人弱を採用した（將）。
こ
う
し
た
松
下
グ
ル
ー
プ
や
住
友
グ
ル
ー
プ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
企
業
間
で
、
海
外
に
派
遣
し
た
社
員
の
子
女
の
就
職
の
便
宜
を
図
る
や
り
方
は
、
グ
ル
ー
プ
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
は
難
し
い
。
一
九
八
四
年
、
本
田
は
帰
国
子
女
た
ち
が
よ
り
広
い
選
択
肢
の
な
か
で
こ
う
し
た
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
こ
の
制
度
の
相
互
乗
り
入
れ
を
ソ
ニ
ー
に
提
案
し
た
。
帰
国
子
女
の
就
職
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
日
外
協
も
本
田
の
提
案
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
〈
篭
）
、
ソ
ニ
ー
は
本
田
の
提
案
を
時
期
尚
早
と
し
た
た
め
実
現
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
三
菱
商
事
は
ち
が
っ
た
対
応
を
し
て
い
て
興
味
深
い
。
三
菱
商
事
は
最
も
早
い
時
期
に
本
格
的
な
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
の
採
用
を
開
始
し
た
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
帰
国
子
女
の
採
用
も
念
頭
に
置
い
て
の
も
の
で
、
そ
れ
が
自
社
の
海
外
駐
在
員
た
ち
の
支
援
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
社
に
は
社
員
の
子
女
や
兄
弟
は
入
社
で
き
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
長
い
目
で
見
れ
ば
他
社
の
社
員
の
帰
国
子
女
を
採
用
し
、
そ
れ
が
他
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
自
社
の
社
員
の
子
女
た
ち
も
就
職できるようになるだろうということであったようだく霜〉。
こ
う
し
た
特
別
の
配
慮
を
し
て
い
る
企
業
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
、
明
か
で
は
な
い
。
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
基
づ
い
て
対
策
を
立
て
て
お
り
、
日
本
で
の
教
育
情
報
の
提
供
や
帰
国
後
の
生
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
を
設
け
る
な
ど
し
て
海
外
派
遣
社
員
に
配
慮
す
る
企
業
は
多
い
。
ト
ヨ
タ
の
よ
う
に
、
ど
こ
の
会
社
、
ど
う
い
う
職
業
を
選
ぶ
か
は
そ
の
人
の
個
性
や
能
力
に
よ
る
も
の
で
、
優
先
入
社
を
制
度
化
す
る
の
が
い
い
か
疑
問
だ
と
す
る
企
業
もあった（橘）。上で紹介した企業のケースにあるように、
就
職
ま
で
面
倒
を
み
る
と
い
う
の
は
む
し
ろ
例
外
に
属
し
、
し
か
１３ 
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も
大
企
業
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
八
八
年
に
文
部
省
が
発
表
し
た
調
査
結
果
（
回
答
企
業
二
○
五
社
）
に
よ
る
と
、
海
外
赴
任
し
て
い
る
社
員
が
子
ど
も
を
伴
っ
て
帰
国
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
、
子
ど
も
の
就
職
で
「
特
別
の
配
慮
」
を
し
て
い
た
と
す
る
企
業
は
八
社
（
四
％
）
で
、
企
業
規
模
別
の
内
訳
は
従
業
員
千
人
以
上
五
千
人
未
満
が
一
社
、
一
万
人
以
上
が
七
社
で
あ
っ
た
。
大
企
業
中
心
で
あ
る
。
配
慮
の
内
容
を
み
る
と
、
「
特
別
枠
を
設
け
て
採
用
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
二
社
、
「
一
般
の
採
用
試
験
に
お
い
て
特
別
の
配
慮
」
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
八
社
（
九
％）であった（註坦。特別枠と一般の採用試験でなされる
特
別
の
配
慮
と
が
ど
う
違
う
の
か
明
か
で
は
な
い
が
、
実
態
と
し
て
あ
ま
り
違
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
一
九
八
七
年
、
海
外
進
出
し
た
企
業
に行った調査（回答企業二四一社）では、「帰国子女を採
用
」
し
た
と
す
る
企
業
は
全
体
の
約
半
数
で
、
採
用
に
あ
た
っ
て
「特別の配慮」をしている企業は一割であった（駐帽）。これ
ら
の
調
査
結
果
で
み
る
限
り
、
当
時
、
帰
国
子
女
の
採
用
に
「
特
別
の
配
慮
」
を
し
て
い
た
企
業
は
、
海
外
進
出
企
業
で
一
割
程
度
、
そ
れ
以
外
で
は
も
っ
と
少
な
か
っ
た
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
他
方
、
日
外
協
は
一
九
九
九
年
以
来
、
海
外
に
い
る
子
女
お
よ
び
帰
国
子
女
に
関
す
る
調
査
を
一
年
お
き
に
実
施
し
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
帰
国
子
女
の
採
用
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。
こ
の
調
査
報
告
書
の
一
一
○
一
一
年
版
（
回
答
企
業
一
二
七
社
）
に
よ
る
と
、
従
業
員
の
な
か
に
帰
国
子
女
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は六八社（五四％）で、「いない」は二社（九％）、「わ
か
ら
な
い
」
は
四
七
社
（
三
七
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
国
子
女
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
か
に
つ
い
て
は
、
「
し
た
い
」
と
す
る企業が二○社（一六％）で、「したくない」が二社（二％）、
「どちらでもない」が九九社（八二％）であった（篇）。この
調
査
は
対
象
が
海
外
進
出
企
業
で
あ
り
、
結
果
は
一
般
化
で
き
な
い
が
、
帰
国
子
女
が
い
る
と
し
た
企
業
は
五
四
％
で
、
先
の
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
調
査
と
比
較
し
て
も
、
海
外
進
出
企
業
の
約
半
数
は
帰
国
子
女
を
採
用
し
て
い
る
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ただ、日外協の調査で、帰国子女がいるとした企業が採
用
に
あ
た
っ
て
特
別
な
配
慮
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
配
慮
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
配
慮
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
日
外
協
の
調
査
は
、
帰
国
子
女
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
か
に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の
理
由
も
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
採
用
し
た
い
と
す
る
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
い
彼
ら
1４ 
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の
語
学
力
や
異
文
化
へ
の
適
応
力
を
評
価
す
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
し
た
圧
倒
的
に
多
く
の
企
業
は
、
人
物
本
意
、
能
力
重
視
で
採
用
し
た
い
、
帰
国
子
女
を
特
別
扱
い
し
な
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
必
要
だ
が
帰
国
子
女
で
あ
る
必
要
は
な
い
、
等
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用
に
お
い
て
帰
国
子
女
に
特
別
の
配
慮
を
す
る
か
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
否
定
的
な
よ
う
に
み
える。しか
し
、
こ
れ
に
は
時
代
的
な
違
い
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
企
業
が
帰
国
子
女
の
採
用
に
「
特
別
な
配
慮
」
を
し
た
の
は
一
九
八
○
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
日
本
企
業
は
早
急
な
人
材
の
国
際
化
を
迫
ら
れ
、
国
際
要
員
の
養
成
や
獲
得
に
焦
る
と
同
時
に
、
帰
国
子
女
の
就
職
に
や
っ
と
風
穴
が
あ
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
海
外
進
出
企
業
は
、
い
ま
だ
海
外
赴
任
し
た
社
員
の
子
ど
も
の
就
職
に
関
し
て
責
任
を
感
じ
、
彼
ら
の就職に「特別な配慮」をせざるを得ない状況にあった
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
述
の
日
外
協
調
査
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
採
用
に
お
け
る
帰
国
子
女
の
特
別
扱
い
に
対
す
る
突
き
放
し
た
姿
勢
は
よ
り
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
二
○
○
○
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
日
本
企
業
は
帰
国
子
女
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
留
学
生
や
外
国
人
留
学
生
を
も
積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
な
３
帰
国
子
女
採
用
の
典
型
例
（
２
）
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
採
用
帰
国
子
女
採
用
の
も
う
一
つ
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
総
合
職
を
帰
国
子
女
だ
け
に
限
っ
て
募
集
、
採
用
を
行
う
と
い
う
も
の
である。これを最初に実施したのは日本航空の子会社の
旅
行
開
発
で
、
一
九
八
六
年
、
次
年
度
の
新
卒
採
用
を
帰
国
子
女
に
限
定
し
て
一
○
人
前
後
採
用
す
る
と
発
表
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
応
募
の
条
件
は
、
高
校
以
上
の
外
国
の
学
校
に
通
算
二
年
以
上
在
籍
し
、
短
大
卒
程
度
の
学
力
を
持
ち
、
年
齢
は
二
○
歳
以
上
二
四
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
儲
）
。
た
だ
、
こ
の
会
社
に
は
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
社
が
日
航
の
子
会
社
で
あ
る
と
同
時
に
、
海
外
旅
行
を
専
門
に
扱
う
会
社
で
「
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
」
の総販売元であることから、英語（外国語）ができるこ
と
、
異
文
化
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
が
社
員
と
し
て
の
必
須
の
能
力
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
採
用
を
行
っ
た
の
は
フ
ジ
テ
レ
ピ
で
あ
る
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
は
一
九
八
七
年
、
新
卒
採
用
を
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
旅
行
開
発
と
は
異
な
っ
て
、
新
卒
の
定
期
採
用
と
は
別
枠
で
一
定
数
り
、
も
は
や
「
特
別
な
配
慮
」
を
し
な
く
て
も
帰
国
子
女
は
就
職
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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を
帰
国
子
女
に
限
定
し
て
募
集
を
し
た
。
応
募
の
条
件
は
、
①
海
外
の
学
校
に
通
算
二
年
以
上
在
籍
し
、
②
海
外
ま
た
は
日
本
の
大
学
あ
る
い
は
大
学
院
を
卒
業
し
た
、
③
二
八
歳
以
下
で
、
④
日
本
語
に
堪
能
な
者
と
さ
れ
た
。
フ
ジ
テ
レ
ピ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
者
が
担
当
す
る
業
務
は
通
常
の
採
用
者
と
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
く
註
坦
。
い
ま
で
は
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
タ
レ
ン
ト
に
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
う
し
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
採
用
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同様に銀行系クレジット大手のジェーシーピー（ＪＣ
Ｂ
）
も
、
’
九
八
八
年
度
の
新
入
社
員
の
募
集
を
「
海
外
生
活
経
験
が
一
年
以
上
あ
る
二
十
二
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
人
」
を
対
象
と
す
る
と
し
て
、
海
外
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
募
集
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
方
法
を
採
用
し
た
理
由
は
帰
国
子
女
の
語
学
力
で
あるが、同社ではカード先進国である欧米で暮らし、カ
ー
ド
社
会
を
見
て
き
た
人
の
意
見
を
事
業
に
反
映
さ
せ
た
い
と
していた（註型。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
帰
国
子
女
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
て
も
、
先
に
み
た
自
社
の
海
外
赴
任
社
員
の
子
女
に
限
定
し
た
採
用
と
異
な
っ
て
、
日
本
人
海
外
留
学
生
を
も
含
む
海
外
で
の
教
育
、
生
活
体
験
者
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
４
帰
国
子
女
採
用
の
拡
大
期
以
上
は
帰
国
子
女
や
海
外
経
験
者
を
か
な
り
限
定
的
に
採
用
し
た
例
で
あ
る
が
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
こ
れ
ら以外でも帰国子女の採用を行うところが増えてきた。
一
九
八
五
年
以
降
の
円
高
を
受
け
、
バ
ブ
ル
景
気
の
下
で
日
本
企
業
は
大
挙
し
て
海
外
に
進
出
し
て
い
っ
た
が
、
帰
国
子
女
の
採
用
拡
大
は
そ
れ
に
も
影
響
さ
れ
た
。
図
表
４
は
一
九
八
○
年
代
に
帰
国
子
女
の
採
用
を
開
始
し
た
主
な
企
業
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
一部を紹介すると、以下のようになる。
一
九
八
六
年
に
西
武
百
貨
店
が
八
人
、
八
八
年
に
は
一
九
人
を
採
用
し
て
い
る
。
東
京
銀
行
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
は
も
と
も
と
海
外
体
験
者
の
採
用
が
多
い
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
一九八七年には新卒採用の二○％、八八年には二五％が
帰
国
子
女
だ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
同
行
に
よ
る
と
そ
れ
は
帰
国
子
女
に
特
別
枠
を
設
け
た
り
、
優
遇
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
り
し
たわけではなく、必要な資質を求めて募集、採用した結果、
そ
う
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
日
本
電
気
は
一
九
八
七
年
大
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
代
、
こ
う
し
た
帰
国
子
女
な
ど
海
外
体
験
者
に
限
定
し
た
採
用
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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卒採用全体の一割にあたる二一一○人が帰国子女や
海
外
へ
の
留
学
経
験
者
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ソ
ニ
ー
も
一
九
八
七
年
文
系
採
用
の
う
ち
海
外
経
験
一
年
以
上
の
者
の割合は一四％で、八八年度は二○％を帰国子女に
したいとしていた。一九八八年にはＪＲ東海も海外
経験者の採用を開始するとした。いうまでもなく、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
狭
い
意
味
で
の
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
海
外
留
学
生
を
も
含
む
海
外
経
験
者
の採用であったと考えてよいであろう。
一
九
八
○
年
代
の
前
半
期
が
、
日
本
企
業
が
帰
国
子
女
の採用を意識的に政策化し、採用を開始した時期
だとすれば、それが拡大したのは八○年代半ば以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
○
年
代
後
半
に
な
る
と
、
帰
国
子
女
で
あ
る
こ
と
は
就
職
で
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
帰
国
子
女
の
就職に関する調査は少なく、この点を確認するこ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
当
時
の
文
部
省
が
実
施
し
た
一
九
八
四
年
の
海
外
子
女
実
態
調
査
の
企
業
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
会
社
の
求
人
計
画
の
な
か
に
、
帰
国
子
女
を採用する方針がある企業は二四％、ない企業が
図表４日本企業による帰国子女採用事例
ＪＣＢ 
＝丼銀行
大蔵省
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六五％であった（霊）。また、日外協が一九八六年に実施
し
た
調
査
の
自
由
記
述
欄
へ
の
回
答
を
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
帰
国
子
女
で
あ
る
こ
と
が
就
職
時
に
有
利
に
働
い
た
と
感
じ
ていた（駐聖）。もちろんこれらの調査結果は、帰国子女で
あ
る
こ
と
が
就
職
に
ど
う
作
用
し
た
か
を
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一
九
八
○
年
代
後
半
に
帰
国
子
女
の
採
用
は
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
ないか。
た
だ
、
先
に
み
た
自
社
の
海
外
赴
任
社
員
の
子
女
を
、
あ
る
い
は
自
社
の
社
員
の
子
女
に
限
ら
ず
特
別
枠
を
設
け
た
り
、
特
別
な
配
慮
の
も
と
に
採
用
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
九
○
年
代
に
入
っ
て
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
九
○
年
代
前
半
に
行
わ
れ
た
数
社
（
三
井
物
産
、
本
田
技
研
工
業
、
キ
ャ
ノ
ン
、
三
和
銀
行
、
味
の
素
）
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
帰
国
子
女
の
「
特
別
扱
い
に
よ
る
採
用
」
や「優遇」、「優先採用」、あるいは「帰国子女を意識し
て
の
採
用
」
等
を
否
定
し
、
「
人
物
本
位
」
や
「
能
力
次
第
」
を
強
調
し
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
本
田
技
研
工
業
は
率
先
し
て
優
先
入
社
制
度
を
設
け
、
他
社
に
相
互
乗
り
入
れ
を
申
し
入
れ
て
い
た
企
業
で
あ
る
。
そ
の
本
田
で
す
ら
、
海
外
派
遣
社
五
採
用
方
法
の
多
様
化
と
帰
国
子
女
の
就
職
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
多
く
の
企
業
で
帰
国
子
女
の
採
用
が
開
始
さ
れ
、
拡
大
し
て
き
た
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
多
く
の
企
業
で
通
年
採
用
や
職
種
別
採
用
な
ど
採
用
方
法
の
多
様
化
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
、
日
本
企
業
に
よ
る
新
卒
の
定
期
採
用
は
四
月
一
括
採
用
が一般的であり、それは現在も変わっていない。しかし、
一
九
八
○
年
代
以
降
、
中
途
採
用
や
職
種
別
採
用
、
あ
る
い
は
員
は
約
千
二
百
人
い
る
、
そ
の
子
女
を
優
先
入
社
さ
せ
た
ら
そ
れ
だ
け
で
採
用
は
埋
ま
っ
て
し
ま
う
と
し
、
実
力
主
義
、
選
考
の公平性を強調していた（墓）。
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
、
特
別
扱
い
に
対
す
る
批
判
へ
の
警
戒
が
企
業
側
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
帰
国
子
女
の
就
職
事
情
が
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
九
○
年
代
半
ば
ま
で
の
一
○
年
前
後
の
間
に
か
な
り
好
転
し
、
そ
う
し
た
配
慮
の
必
要
性
が
薄
れ
、
ま
た
他
方
で
は
、
外
国
人
留
学
生
も
含
め
、
一
定
の
語
学
力
や
海
外
経
験
を
前
提
に
し
た
競
争
的
土
壌
が
労
働
市
場
の
な
か
に
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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１
中
途
採
用
、
職
種
別
採
用
お
よ
び
秋
採
用
・
通
年
採
用
の
導
入
と
拡
大
従
来
、
中
途
採
用
は
中
小
企
業
や
非
正
規
雇
用
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
慣
行
か
ら
す
る
と
、
と
く
に
大
企
業
で
大
卒
が
中
途
採
用
さ
れ
た
場
合
、
採
用
形
態
や
採
用
後
の
昇
進
や
そ
の
他
の
処
遇
で
不
利
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
正
社
員
の
場
合
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
の
中
途
採
用
は
、
帰
国
子
女
や
留
学
生
を
も
対
象
に
大
企
業
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
従
来
の
中
途
採
用
と
は
性
質
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
の人たちを正社員として、しかも一雇用や処遇の面で四月
採
用
の
社
員
と
同
じ
条
件
で
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
、
東
北
電
力
は
新
卒
の
採
用
を
中
途
採
用
と
の
二
本
立
て
に
す
る
と
し
、
中
途
採
用
で
も
待
遇
や
処
遇
は
定
期
採
用
と
区
別
し
な
い
、
初
年
度
の
中
心
は
帰
国
子
女
な
ど
に
な
る
と
し
て
秋
採
用
や
通
年
採
用
が
導
入
さ
れ
、
定
期
採
用
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月
一
括
採
用
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
う
し
た
採
用
方
法
の
導
入
は
、
帰
国
子
女
の
就
職
に
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
。
以
下
、
そ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
い
た
。
ま
た
、
数
年
後
に
は
中
途
採
用
を
拡
大
し
、
採
用
の
半
分
近
く
に
し
た
い
と
し
て
い
た
。
職
種
別
採
用
は
採
用
時
点
で
一
定
の
範
囲
に
職
種
を
限
定
し
て
採
用
す
る
も
の
で
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
導
入
さ
れ
は
じ
め
、
’
九
九
○
年
代
に
な
っ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
労
働省調査（「平成一○年雇用管理の実態」）で職種別採用
の導入状況をみると、実施している企業は五五・二％と
す
で
に
過
半
数
を
こ
え
て
い
た
。
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
導
入
比
率
が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
は
平
成
一
三
年
度
に
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
平
成
一
○
年
度
に
比
べ
る
と
導
入
比
率
は
若
干
低
下
し
て
い
る
。
職
種
別
採
用
を
早
期
に
導
入
し
た
の
は
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
で
、
’
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
オ
ー
ダ
ー
・
エ
ン
ト
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
同
社
の
新
し
い
制
度
で
は
、
一
三
の
専
門
業
務
を
設
け
て
グ
ル
ー
プ
五
○
社
が
共
同
で
採
用
手
続
き
を
進
め
、
仕
事
内
容
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
人
材
を
求
め
た
。
募
集
・
採
用
時
期
は
秋
で
、
同
社
は
入
社
後
の
待
遇
や
昇
進
な
ど
の
面
で
四
月
採
用
者
と
一
切
差
別
し
な
い
と
し
た
。
グ
ル
ー
プ
企
業
全
体
の
大
卒
採
用
予
定
者
は
一
，
六
○
○
人
あ
ま
り
で
、
そ
の
う
ち
職
種
別
採
用
に
よ
っ
て
三
○
数
％
を
採
用
し
た
い
と
し
て
い
た
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が
、
同
年
は
四
○
○
人
（
一
一
五
％
）
ほ
ど
に
止
ま
っ
た
と
い
う
展
望
。
当
時
こ
の
制
度
は
伊
勢
丹
や
京
王
百
貨
店
な
ど
他
の
デ
パ
ー
ト
、
あ
る
い
は
住
友
銀
行
や
三
井
銀
行
、
三
菱
信
託
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
三
菱
電
機
や
東
芝
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
な
ど
で
も
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
秋
採
用
は
春
の
定
期
採
用
の
他
に
秋
に
も
定
期
採
用
を
行
う
も
ので、その時期を秋に限定しないのが通年採用である。
上
記
の
労
働
省
調
査
に
よ
る
と
、
通
年
採
用
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
全
体
で
一
○
・
六
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
後
導
入
予
定
と
す
る
企
業
は
四
・
九
％
、
今
後
の
導
入
を
検
討
中
と
す
る
企
業は二八％で、導入拡大を予想させるものであった（駐牽）。
通
年
採
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
尋
ね
る
質
問
に
対
し
て
は
、
こ
の
制
度
導
入
の
中
心
で
あ
る
従
業
員
五
，
○
○
○
人
以
上
の
大
企
業
の
多
く
（
七
一
％
）
が
「
帰
国
し
た
留
学
生
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
採
用
で
きる」としていた。
職種別採用に比べると秋採用や通年採用の導入は遅く、
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
、
ま
ず
小
売
り
（
ダ
イ
エ
ー
、
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
、
ジ
ャ
ス
コ
、
サ
ー
ク
ル
ケ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
イ
ズ
ミ
な
ど
）
や
電
機
（
ソ
ニ
ー
や
日
本
ヒューレット・パッカード）などで秋採用が導入され、
そ
の
他
で
は
オ
リ
ッ
ク
ス
や
ベ
ネ
ッ
セ
、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
現
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
）
な
ど
で
も
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
採
用
時
期
を
限
定
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採
用
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
典
型
的
な
通
年
採
用
で
あ
る
。
翌
九
六
年
に
は
日
本
生
命
や
Ｎ
Ｋ
Ｋ
、
九
七
年
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
、
そ
の
後
は
日
興
証
券
や
大
阪
証
券
取
引
所
、
九
州
電
力
な
ど
で
秋
採
用
が
導
入
さ
れ
、
他
の
企
業
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
六
年
に
実
施
さ
れ
た
日
本
経
済
新
聞
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
企
業
の
三
分
の
一
強
が
通
年
採
用
を
「
実
施
ま
た
は
検
討
中
」
と
応
え
て
い
た
。
と
く
に
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
で
は
二
十
六
社
中
十
九
社
、
情
報
・
ソ
フ
ト
で
は
十
社
中
八
社
が
秋
採
用
や
通
年
採
用
を
「
実
施
ま
た
は
計
画
」
か
「
検
討
」
と
応
え
、
こ
れ
ら
の
制
度
導
入
に
企
業
が
意
欲
的
だ
ったことがうかがえる（駐客。
こ
れ
ら
の
採
用
方
法
は
、
日
本
人
留
学
生
や
帰
国
子
女
の
採
用
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
た
要
因
の
一
部
を
取
り
の
ぞ
く
働
き
を
し
た
。
一
つ
は
採
用
時
期
に
関
連
し
、
も
う
一
つ
は
職
業
選
択
に
関
連
し
て
い
る
。
前
者
は
日
本
と
欧
米
諸
国
で
は
卒
業
時
期
が
異
な
り
、
そ
れ
が
帰
国
子
女
や
留
学
生
の
就
職
活
動
に
も
影
響
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
八
○
年
代
ま
で
は
企
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業
の
海
外
進
出
先
は
欧
米
の
経
済
先
進
諸
国
が
多
く
、
日
本
人
留
学
生
が
向
か
い
、
帰
国
子
女
が
帰
っ
て
く
る
の
も
こ
れ
ら
の
国
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
九
月
新
学
期
、
六
月
卒
業
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
日
本
企
業
の
採
用
時
期
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
そ
れ
が
か
れ
ら
の
就
職
活
動
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
中
途
採
用
や
秋
採
用
、
通
年
採
用
の
導
入
に
よ
っ
て
一
部
解
消
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
関
連
し
て
い
う
と
、
帰
国
子
女
や
留
学
生
は
日
本
の
大
学
生
と
比
較
し
て
、
就
職
先
の
決
定
に
お
い
て
企
業
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
も
仕
事
内
容
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
は
種
々
の
調
査
で確認されている。その意味で、職種別採用は帰国子女
や
留
学
生
の
就
職
活
動
を
よ
り
容
易
に
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
大
量
生
産
型
の
高
度
経
済
成
長
時
代
が
終
わ
り
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
新
分
野
を
開
拓
し
、
海
外
進
出
に
適
応
で
き
、
海
外
と
の
競
争
に
も
耐
え
う
る
人
材
を
求
め
る
こ
と
が
企
業
の
新
た
な
人
事
政
策
で
あ
っ
た
が
、
職
種
別
採
用
は
帰
国
子
女
や
留
学
生
の職業選択の趣向と一致したということである（夢）。
た
だ
、
こ
れ
に
は
別
な
側
面
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
採
用
方
法
が
帰
国
子
女
や
留
学
生
の
就
活
行
動
に
マ
ッ
チ
し
た
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
の
採
用
方
法
は
、
国
際
化
を
迫
ら
れ
た
日
本
２
国
際
化
要
員
の
育
成
と
帰
国
子
女
国際化を求められる大手企業は教育費を増額して海外
の大学への派遣留学を増やし、あるいは海外研修制度を
新
設
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
国
際
要
員
の
育
成
に
は
時
間
が
か
か
り
、
人
材
の
国
際
化
は
企
業
の
海
外
進
出
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
い
。
一
年
や
二
年
の
留
学
で
は
国
際
化
に
も
限
界
が
あ
る
。
一
般
的
に
帰
国
子
女
の
海
外
生
活
は
小
中
学
な
ど
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
も
現
地
校
に通っていれば、仕事に必要な日常会話的な語学力につ
い
て
は
、
大
学
で
は
じ
め
て
留
学
し
た
人
た
ち
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
日
本
企
業
は
、
企
業
が
こ
れ
ら
帰
国
子
女
や
留
学
生
、
さ
ら
に
は
優
秀
な
外
国
人
を採用するために導入されたというのが実態であったとい
う
こ
と
で
あ
る
。
最
近
、
東
大
が
提
唱
し
て
い
る
秋
入
学
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
朝
日
新
聞
が
日
本
の
主
要
一○○社に行った調査では、秋入学が導入された場合、
採
用
方
法
を
見
直
す
と
し
た
企
業
が
六
割
に
上
り
、
さ
ら
に
秋
採
用
や
通
年
採
用
を
拡
充
し
、
あ
る
い
は
導
入
す
る
と
し
た
企
業
も
四割を超える（皇）。
2１ 
Hosei University Repository
海
外
留
学
経
験
者
や
帰
国
子
女
を
採
用
し
、
国
際
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
他
方
、
国
際
要
員
の
養
成
に
は
多
く
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
す
ぐ
に
は
効
果
も
出
に
く
い
。
一
九
九
○
年
代
、
国
内
で
大
卒
者
を
採
用
し
、
た
と
え
ば
海
外
の
大
学
に
派
遣
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
さ
せ
る
と
、
｜
人
に
つ
き
一
一
年
間
で
二
千
万
円
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
帰
国
子
女
や
海
外
の
大
学
を
卒
業
し
た
日
本
人
留
学
生
を
採
用
す
れ
ば
、
採
用
コ
ス
ト
は
安
く
な
る
。
ま
た
、
日
本
国
内
で
は
海
外
経
験
者
の
採
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
現
地
で
採
用
活
動
を
す
る
限
り
、
当
時
あ
っ
た
就
職
協
定
の
対
象
範
囲
外
に
な
る
こ
と
か
ら
、
青
田
刈
り
も
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
誘
因
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
事
実
、
そ
う
し
た
方
針
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
大
学
に
留
学
し
て
い
る
日
本
人
学
生
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
戦
略
的
に
青
田
刈
り
を
や
っ
て
い
た
大
手
企
業
も
あ
る
と
い
う
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
養
成
問
題
に
つ
い
て
、
主
要
企
業
の
経
営
者
対
象
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
経
営
者
の
三
分
の
一
一
は
国
際
要
員
育
成
の
現
状
に
は
不
満
で
、
「
帰
国
子
女
に
代
表
さ
れ
る
海
外
経
験
豊
富
な
人
材
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
」
と
す
る
主
要
企
業
の
ト
ッ
プ
は
二
一
％
で
あ
っ
た
（註怨。一九八○年代後半のことである。学生や新入社
員
の
語
学
力
に
つ
い
て
不
満
を
も
つ
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
人
事
部
長
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
「
語
学
が
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
で
き
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
ことになる（註型。就職面接の現場で「帰国子女だという
と相手の表情が変わる」という当時の帰国子女の経験は、
こ
う
し
た
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
帰
国
子
女
な
ら
誰
で
も
い
い
か
ら
回
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
企
業
す
ら
あ
っ
た
、
帰
国
子
女
は
そ
の
「
ほ
と
ん
ど
が
第
一
志
望
の
企
業
に
決
ま
っ
て
い
く
」
と
い
う
、
帰
国
子
女
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
学
の
就
職
担
当
者
の
コ
メ
ン
ト
も
し
か
り
で
あ
る
（
夢
）
。
一
九
八
○
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
帰
国
子
女
や
留
学
生
の
採
用
が
い
わ
ば
ブ
ー
ム
と
化
し
て
い
っ
た
。
六
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
役
割
日
本
人
留
学
生
が
日
本
の
企
業
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
が
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
帰
国
子
女
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
はその概要を紹介するにとどめたい（墓）。
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一
九
八
○
年
代
半
ば
ま
で
、
日
本
企
業
は
帰
国
子
女
や
留
学
生
を
正
規
雇
用
の
対
象
に
せ
ず
、
彼
ら
に
対
し
て
採
用
の
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
学
生
側
に
と
っ
て
も
、
お
互
い
の
情
報
が
不
足
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
留
学
生
が
い
る
の
か
、
彼
ら
に
は
ど
う
す
れ
ば
接
触
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
行
っ
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
等
々
、
問
題
が
大
き
く
、
二
の
足
を
踏
む
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
学
生
側
に
と
っ
て
も
、
日
本
企
業
の
採
用
情
報
は
日
本
国
内
に
い
る
学
生
に
し
か
届
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
在
学
中
の
就
職
活
動
が
一
般
的
な
日
本
と
ち
が
い
、
卒
業
試
験
が
厳
し
く
、
多
く
の
学
生
は
卒
業
し
て
か
ら
就
職
活
動
を
行
う
。
し
か
も
、
入
学
、
卒
業
の
時
期
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
学
生
と
一
緒
に
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
ことは難しい。
そ
う
し
た
な
か
人
材
紹
介
や
人
材
派
遣
な
ど
の
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
は
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
に
帰
国
子
女
や
留
学
生
を
対
象
に
し
た
就
職
情
報
誌
を
発
刊
し
て
、
学
生
に
企
業
の
採
用
情
報
の
提
供
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
年
末
に
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
で
帰
国
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
日
本
で
会
社
説
明
会
や
面
接
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
学
生
に
は
よ
り
リ
ア
ル
な
採
用
情
報
を
、
企
業
に
は
留
学
生
と
直
接
接
触
し
、
面
接
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
に
は
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
「
○
○
○
人
～
三
，
○
○
○
人
の
学
生
が
参
加
す
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
も
あ
る
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
よ
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
お
互
い
の
情
報
が
欠
如
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
留
学
生
や
帰
国
子
女
の
就
職
活
動
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
る
、
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
業
の
な
か
の
一
部
の
企
業
は
、
ま
も
な
く
海
外
に
進
出
し
て
現
地
法
人
を
設
立
し
、
現
地
で
留
学
生
を
対
象
に
し
た
会
社
説
明
会
や
面
接
会
等
を
開
催
し
た
。
日
本
企
業
も
そ
こ
に
参
加
し
て
、
そ
の
場
で
面
接
し
、
採
用
内
定
に
至
る
ケ
ー
ス
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
動
き
は
ま
ず
留
学
生
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
い
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
な
ど
、
他
の
国
々
や
地
域
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
留
学
生
を
対
象
に
し
た
情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
帰
国
子
女
に
も
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
就
職
情
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
対
象
に
し
て
お
り
、
一
年
以
上
の
留
学
経
験
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
留
学
生
と
い
わ
ゆ
る
帰
国
子
女
の
区
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１
経
済
団
体
経
済
界
で
最
も
早
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
た
の
は
経
済
同
友
会
で
、
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
最
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
海
外
進
出
企
業
の
団
体
で
あ
る
日
本
在
外
企
業
協
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
日
外
協
は
、
教
育
を
中
心
に
在
七
経
済
団
体
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み
日
本
人
留
学
生
の
就
職
問
題
と
ち
が
い
、
帰
国
子
女
の
教
育
や
就
職
に
関
連
し
た
諸
問
題
は
、
海
外
派
遣
さ
れ
た
社
員
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
派
遣
し
た
会
社
に
と
っ
て
も
わ
が
身
の
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
経
済
団
体
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
企
業
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
日
本
の
労
働
組
合
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
関
心
事
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
帰
国
子
女
の
就
職
を
ど
う
認
識
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
の
か
、
簡
単
に
み
てみよう（註廻。
別
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
方
で
も
帰
国
子
女
の
実
態
は
把
握
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
外
・
帰
国
子
女
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て
き
た
。
一
九
六
七
年
の
「
海
外
派
遣
者
の
子
女
教
育
問
題
推
進
に
関
す
る
重
点
施
策
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
最
初
に
、
二○○九年の「海外子女の教育環境の拡充に関する要望」
に
い
た
る
ま
で
、
個
別
企
業
や
政
府
、
教
育
界
に
対
し
て
過
去
八
度
の
提
言
を
公
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
就
職
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
も
み
ら
れ
る
。
一
九
六
七
年
の
要
望
文
書
の
な
か
で
日
外
協
は
、
海
外
派
遣
の
「
受
益
者
た
る
企
業
側
の
積
極
的
な
協
力
支
援
体
制
が
不
可
欠
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
場
合
問
題
は
「
海
外
派
遣
者
本
人
と
人
事
担
当
者
な
ど
直
接
の
当
事
者
間
の
問
題
」
と
な
る
に
と
ど
ま
り
、
会
社
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
は
不
十
分
で
あ
る
。
派
遣
社
員
や
そ
の
家
族
、
子
女
は
「
派
遣
企
業
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
苦
労
」
し
て
い
る
と
し
て
、
帰
国
子
女
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
海
外
で
生
活
し
、
教
育
を
受
け
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
日
本
企
業
に
「
採
用
さ
れ
な
い
傾
向
が
強
い
」
と
し
、
国
際
感
覚
を
肌
で
身
に
つ
け
、
語
学
力
に
も
優
れ
て
い
る
帰
国
子
女
は
、
い
ま
の
よ
う
な
国
際
化
時
代
に
有
意
の
資
質
を
備
え
た
人
材
で
、
日
本
企
業
は
こ
う
し
た
点
を
も
っ
と
評
価し「積極的に採用することを検討」し、彼らに採用の「門
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戸
を
開
放
す
べ
き
」
だ
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
八
一
年
の
提
言
文
書
で
は
、
帰
国
子
女
を
「
優
先
的
に
採
用
す
る
必
要
は
な
い
に
し
て
も
、
官
庁
や
企
業
が
も
っ
と
積
極
的
に
門
戸
を
開
放
す
べ
き
」
だ
と
し
て
、
政
府
に
も
帰
国
子
女
の
採
用
に
向
け
た
対
応
を
求めていた。
同
様
に
、
一
九
八
三
年
に
は
関
西
生
産
性
本
部
も
「
国
際
化
に
対
応
す
る
教
育
を
め
ざ
し
て
ｌ
関
西
に
お
け
る
帰
国
子
女
教
育
の
現
状
と
課
題
Ｉ
」
と
題
す
る
冊
子
を
作
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
帰
国
子
女
問
題
の
解
決
に
向
け
て
提
言
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
高
校
ま
で
海
外
に
い
た
子
ど
も
た
ち
、
あ
る
い
は
大
学
ま
で
海
外
で
過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
は
語
学
力
が
あ
り
、
国
際
セ
ン
ス
も
豊
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
帰
国
後
の
「
就
職
難
の
嘆
き
は
深
刻
」
だ
と
し
て
、
日
本
企
業
に
対
し
、
海
外
支
店
や
現
地
法
人
、
あ
る
い
は
能
力
次
第
で
は
本
社
で
採
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
だ
け
で
な
く
、
滞
在
国
が
出
生
地
主
義
を
と
っ
て
い
る
た
め
外
国
籍
の
ま
ま
帰
国
す
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
も
、
官
公
庁
な
ど
公
務
員
の
採
用
に
も
門
戸
を
開
く
よ
う
政
府
に
求
め
、
そ
れ
が
コ
ト
バ
だ
け
で
は
な
い
、
真
の
日
本
の
国
際
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
た
。
２
労
働
組
合
日
本
の
労
働
組
合
は
、
そ
の
多
く
が
企
業
内
組
合
と
し
て
組
織
されている。そうした立場から、海外派遣社員の帰国子女
問
題
は
も
っ
と
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
、
そ
れ
に
関
す
る
海
外
派
遣
社
員
の
声
も
届
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
日
本
電
機
機
器
労
働
組
合
連
合
会
（
略
称
電
機
労
連
、
現
在
の
電
機連合）は一九八○年に大規模な調査を実施し、それに基
づいて「電機労連の海外総合対策」二九八一年）を発表した。
そ
の
な
か
で
電
機
労
連
は
、
日
本
の
企
業
は
帰
国
子
女
の
海
外
生
活体験をプラス評価し、海外の高校や大学を卒業した帰国
子女に「採用の門戸を開放すべき」だとしている。
同
様
に
、
日
本
建
設
産
業
職
員
労
働
組
合
協
議
会
（
日
建
協
）
や
全
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会
（
自
動
車
総
連
）
も
帰国子女に関する問題を取り上げた。日建協は「海外赴
任
に
伴
う
子
女
教
育
・
医
療
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
四
年
）
と
題
す
る
文
書
の
な
か
で
、
電
機
連
合
と
同
様
に
、
日
本
の
企
業
は
帰
国
子
女
の
採
用
に
門
戸
を
開
放
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
自
動
車
総連は「海外勤務者の生活・労働条件改善指針」二九八七
年
）
の
な
か
で
、
帰
国
子
女
の
積
極
採
用
は
社
員
を
海
外
に
送
り
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結
び
に
代
え
て
帰
国
子
女
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
を
め
ぐ
っ
て
は
、
何
度
か
時
代
的
な
転
変
を
繰
り
返
し
た
。
’
九
七
○
年
代
ま
で
は
日
本
の
大
学
卒
業
を
採
用
の
条
件
に
し
て
い
た
日
本
の
大
手
企
業
で
、
帰
国
子
女
や
留
学
生
は
正
社
員
と
し
て
の
新
卒
採
用
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
海
外
取
引
が
拡
大
し
、
と
く
に
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
海
外
直
接
投
資
が
増
え
る
と
、
人
材
も
含
め
企
業
は
国
際
化
の
必
要
性
を
つ
よ
く
感
じ
は
じ
め
て
い
た
。
’
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
っ
て
急
激
な
円
高
が
進
行
す
る
と
、
一
九
八
○
年
代
末
の
バ
ブ
ル
景
気
の
な
か
で
日
本
企
業
は
大
挙
し
て
海
外
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
海
外
直
接
投
資
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
日
本
企
業
の
人
材
の
国
際
化
は
待
っ
た
な
し
の
事
態
に
立
ち
い
た
る
。
東
欧
圏
の
政
治
体
制
の
崩
壊
と
そ
の
後
の
急
速
な
規
制
緩
和
の
流
れ
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
は
、
日
本
企
業
に
対
す
る
国
際
化
へ
の
要
請
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
し
て
い
る
企
業
の
責
任
で
あ
り
、
ま
た
、
企
業
の
海
外
展
開
で
利
益
を
得
て
い
る
国
も
、
「
官
庁
関
連
の
採
用
門
戸
を
開
放
」
す
べきだとしている。
こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、
帰
国
子
女
や
日
本
人
留
学
生
、
そ
し
て
後
に
は
外
国
人
留
学
生
が
注
目
さ
れ
、
彼
ら
が
日
本
企
業
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
高
校
や大学では入学特別枠が設けられ優遇されるようになっ
た
。
バ
ブ
ル
景
気
の
な
か
で
帰
国
子
女
は
就
職
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
大
手
企
業
に
も
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
手
企
業
の
な
か
に
は
自
社
の
海
外
赴
任
社
員
の
子
女
を
特
別
枠
で
採
用
す
る
制
度
を
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
採
用
を
す
る
企
業
も
現
れ
た
。
しかし、やがてふたたび時代は変わり、’九九○年代半
ば
に
な
る
と
も
は
や
帰
国
子
女
は
珍
し
い
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
。
一
年
や
二
年
の
海
外
体
験
は
ふ
つ
う
の
日
本
人
学
生
で
も
手
が
届
く
時
代
に
な
っ
た
。
大
学
で
は
交
換
留
学
の
枠
が
多
く
準
備
さ
れ
、
枠
が
埋
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
短
期
留
学
や
語
学
留
学
、
海
外
体験学習などを含め、その内容を問わなければ海外体験
は
も
は
や
珍
し
く
も
な
い
。
他
方
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
失
業
率
も
徐
々
に
上
昇
し
は
じ
め
、
大
学
生
の
就
職
状
況
も
し
だ
い
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
語
学
力
や
異
文
化
へ
の
適
応
力
は
か
つ
て
の
神
通
力
を
失
い
、
そ
れ
だ
け
で
は
通
用
し
に
く
い
時代になってきた（註酬）。外国語（多くの場合は英語）がで
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き
る
と
し
て
、
ど
の
程
度
で
き
る
の
か
、
そ
の
上
で
そ
の
他
に
ど
う
い
う
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
帰
国
子
女
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
留
学
生
も
、
さ
ら
に
日
本
の
大
学
を
卒
業
す
る
日
本
人
学
生
も
同
じ
で
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
次
第
に
同
じ
土
俵
の
上
で
競
争
す
る
環
境
が
で
き
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
帰
国
子
女
に
つ
い
て
は
評
価
の
難
し
さ
も
あ
る
。
小
中
学
時
代
に
海
外
生
活
を
体
験
し
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
海
外
の
大
学
に
留
学
し
、
卒
業
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
目
安
と
し
て
は
明
瞭である。しかし、帰国子女については、滞在国や言語もち
が
え
ば
滞
在
年
数
も
ち
が
う
。
海
外
に
い
た
と
き
の
年
齢
も
ち
が
え
ば
、
在
籍
し
た
学
校
が
現
地
校
か
日
本
人
学
校
か
に
よ
っ
て
も
ちがうということになる。しかし、語学ができる海外体験
者が増えてくると、勝負のしどころが平準化されてくる。
そ
う
い
う
事
態
が
さ
ら
に
進
展
し
て
い
け
ば
、
や
が
て
帰
国
子
女
という日本的な呼称もなくなっていくのかもしれない（墓）。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
黙
っ
て
い
て
も
そ
ういう人たちが集まってくる大企業でのこと。中小企業、
と
く
に
地
方
の
企
業
で
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
そ
の
必
要
が
ど
の
程
度
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
註
１
文
部
科
学
省
の
冊
子
（
「
海
外
で
学
ぶ
日
本
の
子
ど
も
た
ち
」
二
○
○
九
年
版
）
に
よ
る
と
、
在
外
子
女
六
万
一
千
人
の
う
ち
日
本人学校に通学している者は一一一二％、現地校が四一％、
現
地
校
と
補
習
校
に
行
っ
て
い
る
者
が
二
七
％
で
あ
っ
た
。
英
語
圏
で
は
現
地
校
に
行
く
比
率
が
高
く
、
そ
れ
以
外
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
日
本
人
学
校
に
い
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
割
以
上
の
子
ど
も
た
ち
は
、
海
外
に
あ
っ
て
も
日
本
の
教
科
書
を
註 た
だ
、
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
近
年
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
動
き
は
、
最
近
の
円
高
も
一
因
と
な
っ
て
海
外
進
出
す
る
企
業
が
増
え
、
あ
る
い
は
国
内
市
場
が
飽
和
状
態
に
な
る
な
か
で
、
売
上
げ
の
三
分
の
一
あ
る
い
は
半
分
を
海
外
市
場
に
求
め
る
よ
う
な
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
近
日
経
新
聞
が
実
施
し
た
日
本
を
代
表
す
る
大
手
企
業
の
社
長
一
○
○
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
も
、
海
外
生
産
比
率
を
拡
大
す
る
と
い
う
企
業
は
三
分
の
一
に
上
り
、
外
国
人
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
拡
充
す
る
と
い
う
回
答
は
八
割
を
超
え
て
い
る
（
墨
）
。
大
卒
の
採
用
や
そ
の
後
の
昇
進
で
語
学
を
重
視
す
る
企
業
は
、
今
後
も
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
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使
っ
て
、
日
本
語
で
授
業
を
受
け
て
い
る
。
日
本
国
内
に
い
る
子
ど
も
た
ち
と
比
較
し
て
英
語
や
他
の
外
国
語
の
授
業
を
多
く
受
け
て
い
る
に
し
て
も
、
帰
国
子
女
は
外
国
語
が
で
き
て
当
た
り
前
と
い
う
前
提
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
註
２
筆
者
は
同
じ
手
法
で
日
本
人
留
学
生
の
就
職
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
発
表
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
（
「
日
本
人
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
そ
の
歴
史
的
経
過
と
現
在
」
『
労
働
法
律旬報」第一七六一一一号、’’○’二年一一一月一○日）。
註
３
本
稿
で
は
一
九
八
○
年
代
以
降
の
、
し
か
も
就
職
と
の
関
連
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
た
め
、
帰
国
子
女
の
教
育
問
題
に
つ
い
て
も
就
職
と
の
関
係
に
限
定
す
る
。
帰
国
子
女
教
育
一
般
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
変
遷
も
含
め
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
（
海
外
子
女
教
育
史
編
纂
委
員
会
編
著
『
海
外
子
女
教
育
史
」
（
財
）
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
、
’
九
九
一
年
一
二
月
）
。
註
４
前
掲
、
。
海
外
子
女
教
育
史
」
第
Ｉ
章
お
よ
び
Ⅱ
章
註
５
「
海
外
子
女
五
万
人
起
す
、
帰
国
後
教
育
に
強
い
不
安
、
七
七
％
が
特
別
指
導
ｌ
文
部
省
調
査
」
日
経
新
聞
一
九
八
三
年
八
月
一
七
日
。
近
年
の
海
外
子
女
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
文
部
科
学
省
三
○
○
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
６
「
も
う
一
つ
の
就
職
戦
線
、
国
際
化
モ
テ
る
帰
国
子
女
」
日
経
新
聞
一
九
八
七
年
九
月
六
日
。
註
７
経
済
同
友
会
『
新
し
い
国
際
関
係
に
お
け
る
日
本
の
役
割
と
対
応
」
国
際
関
係
委
員
会
報
告
、
’
九
八
一
年
。
註
８
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編
。
世
界
の
中
の
日
本
」
そ
の
新
し
い
役
割
、
新
し
い
活
力
」
国
際
化
研
究
会
報
告
、
’
九
八
五
年
、
一四○ページ。
註
ｇ
「
本
田
、
帰
国
子
女
採
用
で
国
際
化
」
日
経
新
聞
一
九
八
五
年
八
註
如
註旧 註旧 註註
1７１６ 
註註
1５１４ 
註
旧 註註
1２１１ 
註
相
月
一
○
日
。
当
初
、
採
用
実
績
が
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
当
時
海
外
勤
務
者
の
平
均
年
齢
は
三
○
歳
前
後
で
就
職
年
齢
に
達
し
た
子
供
が
少
な
い
こ
と
、
子
ど
も
が
勉
強
し
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
危
慎
し
て
、
親
が
こ
の
特
典
の
利
用
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
こと等が理由として考えられていたようである。
「
松
下
、
海
外
駐
在
員
子
女
の
優
先
採
用
制
度
を
グ
ル
ー
プ
全
体
に広げる」日経新聞一九八三年五月一六日。
前
掲
、
日
経
新
聞
一
九
八
七
年
九
月
六
日
。
日
本
在
外
企
業
協
会
「
海
外
派
遣
者
の
子
女
教
育
問
題
に
関
す
る
提一一一一巳（一九八六年）、海外子女教育史編纂委員会編「海
外
子
女
教
育
史
資
料
編
罠
財
）
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
、
’九九一年、一一一七五ページ。
斎
藤
元
一
『
海
外
留
学
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
」
朝
日
新
聞
社
一
九
八
九
年
、
’
五
七
～
一
五
八
ペ
ー
ジ
。
前
掲
、
’
九
八
五
年
八
月
一
○
日
付
け
日
経
新
聞
。
文
部
省
教
育
助
成
局
「
昭
和
六
三
年
度
海
外
子
女
教
育
実
態
調
査
結果」’九八八年。
前掲、「海外子女教育史」二四二ページ。
日本在外企業協会。海外・帰国子女教育に関するアンケー
ト
」
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
二
○
一
｜
年
一
二
月
一
日
。
こ
の
調
査
は
同
協
会
の
会
員
企
業
、
す
な
わ
ち
海
外
進
出
企
業
一
一
三
七
社に対して行ったものである。
「
来
年
度
、
新
入
社
員
は
帰
国
子
女
か
ら
ｌ
日
航
子
会
社
が
限
定
採
用
」
日
経
新
聞
一
九
八
六
年
七
月
二
九
日
。
「求む帰国子女、自由な発想期待ｌフジテレビ、別枠採用」
日
経
新
聞
一
九
八
七
年
八
月
一
九
日
。
「地球企業への道（佃）第２部人の国際化ｌ帰国子女に門
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広
く
」
日
経
新
聞
一
九
八
七
年
七
月
二
二
日
。
註別前掲、日経新聞一九八一一一年八月一七日。
註
皿
日
本
在
外
企
業
協
会
「
帰
国
子
女
の
就
職
状
況
調
査
報
告
書
」
一
九
八
七
年
三
月
。
こ
れ
は
学
齢
期
の
一
時
期
を
海
外
で
過
ご
し
、
高
校
、
大
学
を
日
本
で
過
ご
し
、
卒
業
後
日
本
で
就
職
し
た
人
た
ち
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
帰
国
子
女
に
限
定
し
た
調
査
だ
と
いえる。
註
閉
多
賀
幹
子
「
帰
国
子
女
の
就
職
白
書
Ｉ
ニ
ッ
ボ
ン
の
社
会
に
出
て
みたらＩ」研究社出版、’九九五年、第二章）。
註
別
「
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
、
職
種
別
採
用
始
め
る
ｌ
共
同
で
参
適
材
適
所
鯵
を
推
進
」
日
経
流
通
新
聞
一
九
八
六
年
八
月
二
八
日
お
よ
び
「
西
武
セ
ゾ
ン
初
の
職
種
採
用
制
度
、
６
５
０
０
人
が
応
募
、
４
０
０
人
を
内
定
、
文
科
系
に
人
気
集
中
」
同
紙
一
九
八
六
年
二
月
二
○
日
。
註
筋
同
様
の
結
果
は
日
経
新
聞
の
調
査
で
も
み
ら
れ
た
（
「
経
営
変
革
へ
人
材
多
彩
に
ｌ
「
通
年
」
実
施
・
検
討
妬
％
」
日
経
新
聞
一九九六年五月二｜日）。
註
沁
同
上
。
註
刀
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
事
例
も
含
め
「
新
し
い
採
用
制
二
つ
の
動
き
を
追
う
通
年
採
用
お
よ
び
学
校
名
不
問
採用制の実態」「労政時報一第一一一二一一一一一号、’九九五年
二
月
一
○
日
。
註
沁
「
採
用
時
期
『
見
直
す
』
６
割
」
朝
日
新
聞
二
○
｜
二
年
一
一
一
月
一○日。
註
四
「
社
長
ア
ン
ケ
ー
ト
、
育
て
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
必
要
」
日
経
産
業
新
聞
一
九
八
七
年
六
月
二
六
日
。
註
加
「
採
用
戦
略
様
変
わ
り
（
下
）
国
際
化
の
先
兵
確
保
ｌ
海
外
留
学
生や外国人狙一２日経新聞一九八七年七月一四日。
註
引
「
帰
国
子
女
国
際
化
の
判
断
（
旧
）
入
る
は
易
し
就
職
事
情
ｌ
意
識差に悩み退社も」日経新聞一九八八年八月九日。
註
盟
前
掲
、
労
働
法
律
旬
報
掲
載
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註胞以下では、前掲『海外子女教育史」第Ⅲ章第四節および「海
外
子
女
教
育
史
資
料
編
」
第
Ⅶ
章
に
所
収
さ
れ
て
い
る
各
種
資
料に大きく依存している。
註
釧
英
語
を
話
せ
る
、
英
語
が
得
意
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
す
で
に
ウ
リ
に
は
な
ら
な
い
、
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
で
帰
国
子
女
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
点
は
、
多
賀
氏
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
大
手
企
業
の
人
事
担
当
者
五
名
の
見
方
（
多
賀
、
前
掲書第二章）に共通している。
註
弱
ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
は
「
私
の
知
る
か
ぎ
り
日
本
以
外
の
国
で
子
ど
も
の
そ
う
し
た
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
学
校
（
帰
国
子
女
と
い
う
呼
称
や
帰
国
子
女
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
特
別
な
学
校
ｌ
筆
者
注
）
は
存
在
し
な
い
し
、
実
際
こ
の
二
つ
の
こ
と
ば
を
直接翻訳できるいかなる言語も存在しない」という（ロ
ジ
ャ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
「
帰
国
子
女
新
し
い
特
権
層
の
出
現
」
岩波書店、’九九二年、日本語版への序文）。
註
甜
「
海
外
生
産
『
拡
大
』
銅
％
」
日
経
新
聞
二
○
｜
｜
年
一
○
月
一○日。
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